
宍粟市手話施策に係る事務事業評価の流れ

①計画

②実施

③評価

④改善 計画に沿っていない部分を明確にし、改善する。（総合評価及び課題整理、改善案の提示）

手話施策推進方針において実施する事業のうち、特に主要な施策についてPDCAサイクルに基づき事業の
①計画～②実施～③評価～④改善の作業を繰り返し行う。

事務事業評価

従来の実績や将来の予測などをもとに事業計画を作成する。（事業目的の設定、目的達成のための手段、計画の立案）

計画に沿って事業を実施する。（評価指標の導入、指標推移の分析、事業環境の整理）

事業の実施が計画に沿っているかどうかを評価する。（事業の必要性、効果、公平性、受益者負担の評価）

①計画

②実施④改善

③評価

資料②



平
成

～
平
成

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

計
画
等
設
定
無
し

0
1
5
8

3
8
7

-
-

-
計
画
等
設
定
無
し

0
0

1
0
%

1
-

-
第
4
期
障
害
福
祉
計
画

成果
派
遣
件
数

（
団
体
）

件
-

-
-

-
-

-

成果
け
い
わ
ん
検
診

受
診
率

％
-

-
-

計
画
等
設
定
無
し

1
8

1
8

1
8

-
-

-
-

-
-

無
期

成果
登
録

手
話
通
訳
者
数
※
人

指
標
の
推
移
等
の
背
景
・
分
析

　
平
成
2
7
年
度
に
設
置
手
話
通
訳
者
が
1
名
配
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
窓
口
で
の
相
談
件
数
が
大
き
く

増
加
し
た
。

　
平
成
2
6
年
9
月
に
派
遣
対
象
者
要
件
（
団
体
派
遣
等
の
追
加
）
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ
り
、
派
遣
件

数
（
特
に
団
体
派
遣
）
が
増
加
し
た
。

　
毎
年
、
登
録
意
思
疎
通
支
援
者
に
対
し
て
、
け
い
わ
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
た
が
、
今

年
度
3
名
の
受
診
が
あ
っ
た
。

　
平
成
2
7
年
度
よ
り
、
休
日
夜
間
等
の
緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
、
派
遣
体
制
の
構
築
、
緊
急
携
帯

の
設
置
を
行
っ
た
。

　
登
録
手
話
通
訳
者
数
に
つ
い
て
は
、
入
れ
替
わ
り
は
あ
る
も
の
の
総
数
に
変
動
は
な
し
。

※
登
録
手
話
通
訳
者
の
う
ち
、
有
資
格
者
は
6
名
（
手
話
通
訳
士
1
名
、
手
話
通
訳
者
5
名
）

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の

影
響

　
第
4
期
宍
粟
市
障
害
福
祉
計
画
：
平
成
2
7
年
度
～
平
成
2
9
年
度

　
本
計
画
で
は
、
基
本
的
な
考
え
と
し
て
、
「
自
己
決
定
の
尊
重
と
意
思
決
定
の
支
援
」
に
必
要
な
配

慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
意
思
疎
通
支
援
者
の
派
遣
を
通
し
て
、
ろ
う
者
の
意
思
疎
通
、
自

己
決
定
を
支
援
す
る
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

　
平
成
2
8
年
度
に
手
話
施
策
推
進
方
針
を
策
定
し
、
ろ
う
者
が
聞
こ
え
る
人
と
同
じ
よ
う
に
情
報
を
取

得
し
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
容
易
に
意
思
疎
通
が
で
き
る
よ
う
手
話
の
使
い
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

計
画
等
設
定
無
し

-
1
5
5

2
3
1

成果
窓
口
相
談
件
数

件
-

-
-

-
-

-

0
1

2
2

成果
設
置

手
話
通
訳
者
数

人
0

1
1

1
9
0

2
0
0

2
1
0

-
-

第
4
期
障
害
福
祉
計
画

2
3
4

6
0
8

7
3
4

実施

指
標

単位
平
成
2
6
年
度
平
成
2
7
年
度
平
成
2
8
年
度
平
成
2
9
年
度

計画

手
話
施
策
推
進
方
針
の
位
置
づ
け

施
策

手
話
に
よ
る
情
報
取
得
及
び
手
話
の
使
い
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
事
項

方
針

ろ
う
者
が
地
域
で
主
体
的
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
音
声
言
語
に
よ
る
行
政

情
報
等
の
提
供
、
手
話
通
訳
者
等
の
派
遣
を
行
う
な
ど
、
手
話
に
よ
る
情
報
取

得
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
実
施

事業

対
象

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
と
意
思
疎
通
を
図
る
必
要
が
あ
る
者

及
び
団
体

目
的

（
期
待
さ
れ
る
効
果
）

平
成
3
0
年
度
平
成
3
1
年
度

備
考

成果
派
遣
件
数

（
全
体
）

件
1
8
0

平
成

2
8
年
度
　
宍
粟
市
手
話
施
策
方
針
　
事
業
評
価
シ
ー
ト

事
業
名

意
思
疎
通
支
援
事
業

事
業
期
間

ろ
う
者
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
意
思
疎
通
が
必
要
な
場
面
に
対
し
て
手
話
通
訳
者
を
派
遣

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ろ
う
者
が
聞
こ
え
る
人
と
同
じ
よ
う
に
情
報
を
取
得
し
、
自
己
決
定
を
行
う
こ

と
で
、
ろ
う
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

概
要

（
具
体
的
手
段
・
全
体
計
画
）

・
手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
の
派
遣
調
整

・
庁
内
手
続
き
等
で
の
意
思
疎
通
支
援
、
各
種
相
談
等
へ
の
通
訳
対
応

・
登
録
意
思
疎
通
支
援
者
の
登
録
・
健
康
管
理
業
務
等
（
け
い
わ
ん
検
診
・
保
険
加
入
）
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改善

総
合
的
な
評
価
と
課
題

　
派
遣
制
度
や
手
話
通
訳
者
の
役
割
が
広
く
周
知
さ
れ
る
一
方
、
平
成
2
7
年
よ
り
派
遣
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。
要
因
と
し
て
は
、
対

象
者
要
件
の
見
直
し
（
家
族
、
団
体
等
か
ら
の
申
請
を
認
め
る
）
や
、
設
置
手
話
通
訳
者
の
配
置
に
よ
り
行
政
に
相
談
窓
口
が
で
き
た

こ
と
、
積
極
的
な
社
会
参
加
（
連
続
講
座
や
ク
ラ
ブ
活
動
等
）
に
よ
る
複
数
回
の
派
遣
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
現
状
と
し
て
、
宍
粟
市
で
は
旧
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
）
よ
り
手
話
奉
仕
員
を
支
援
者
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
手
話
通

訳
者
の
資
格
を
有
し
て
い
な
い
者
が
意
思
疎
通
支
援
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
現
行
制
度
で
は
、
原
則
、
手
話
通
訳
士
又
は
手

話
通
訳
者
の
有
資
格
者
を
登
録
の
条
件
と
し
て
い
る
が
、
現
登
録
者
の
資
格
取
得
へ
の
支
援
、
養
成
の
た
め
の
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
　
設
置
手
話
通
訳
者
の
配
置
に
よ
り
、
ろ
う
者
の
相
談
（
来
庁
回
数
）
が
増
加
し
た
。
相
談
内
容
は
派
遣
申
請
、
生
活
相
談
、
他
課
手

続
き
の
通
訳
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
設
置
手
話
通
訳
者
は
、
職
員
へ
の
手
話
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
市
職
員
に

対
す
る
啓
発
な
ど
、
手
話
言
語
・
文
化
の
普
及
、
推
進
に
係
る
業
務
も
積
極
的
に
担
っ
て
い
る
。

　
ろ
う
者
の
相
談
は
基
本
的
に
来
庁
で
の
相
談
が
主
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
聞
こ
え
る
人
が
行
政
に
簡
易
な
相
談
（
問
合
せ
）
を
電
話
で

行
う
よ
う
に
、
ろ
う
者
が
自
宅
か
ら
テ
レ
ビ
電
話
で
相
談
（
問
合
せ
）
が
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

改
善
の
基
本
方
向

　
正
確
、
的
確
な
情
報
を
ろ
う
者
に
伝
え
、
ろ
う
者
の
自
己
決
定
を
促
す
た
め
の
情
報
保
障
は
、
手
話
通
訳
を
行
う
上
で
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
来
は
手
話
通
訳
士
（
又
は
者
）
な
ど
の
資
格
を
有
し
た
支
援
者
を
派
遣
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

状
で
は
、
未
資
格
の
登
録
者
が
在
籍
し
て
お
り
、
未
資
格
者
に
対
す
る
資
格
取
得
の
た
め
の
施
策
の
実
施
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
派
遣
件
数
の
増
加
に
伴
い
、
市
登
録
の
手
話
通
訳
者
で
は
派
遣
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て
お
り
、
引
き
続
き
ひ
ょ
う

ご
通
訳
セ
ン
タ
ー
の
広
域
派
遣
を
積
極
的
に
活
用
し
、
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
資
格
取
得
を
目
標
と
し
て
、
市
登
録
の
手
話
通
訳
者
全
体
の
資
質
向
上
を
図
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
今
後
、
更
に
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

　
テ
レ
ビ
電
話
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
平
成
3
0
年
度
を
目
標
に
担
当
課
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置
す
る
こ
と
で
準
備
を
進
め
る
と
同
時

に
　
緊
急
時
、
災
害
時
の
派
遣
体
制
に
つ
い
て
も
防
災
担
当
課
と
必
要
な
調
整
を
行
う
。

A

　
障
害
者
基
本
法
に
お
い
て
「
手
話
」
は
日
本
語
と
同
じ
1
つ
の
言
語
と
し
て
認
め
ら
れ

て
お
り
、
ろ
う
者
と
の
意
思
疎
通
に
は
、
手
話
通
訳
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ろ
う
者
で
も
日
本
語
の
理
解
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
日
本
語
だ
け
で
は
必
要

な
情
報
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
た
め
、
ろ
う
者
が
自
ら
情
報
を
取
得
し
、
意
思
決
定
を

行
い
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
必
要
で
あ
る
。

（
効
果
性
）

成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。
進
捗

は
予
定
通
り
か
。

A

　
従
来
制
度
で
は
、
ろ
う
者
本
人
の
み
申
請
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
2
6
年
9
月

に
対
象
者
要
件
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
ろ
う
者
以
外
か
ら
の
申
請
・
相
談
（
団
体

等
）
が
増
加
し
、
派
遣
件
数
も
大
き
く
増
加
し
た
。

　
手
話
通
訳
者
の
派
遣
調
整
業
務
は
、
平
成
2
6
年
度
ま
で
宍
粟
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
業
務
委
託
し
て
い
た
が
、
平
成
2
7
年
度
に
障
害
福
祉
担
当
課
に
手
話
通
訳
者
が
配

置
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
直
営
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
ろ
う
者
が
直
接
市
役
所
へ
相
談
に
訪
れ
る
回
数
が
大
き
く
増
加
し
、
派

遣
調
整
の
相
談
以
外
に
も
健
康
面
や
各
種
手
続
き
等
の
日
常
的
な
生
活
相
談
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

（
公
平
性
・
受
益
者
負
担
）

公
平
性
に
問
題
は
な
い
か
。
受
益

者
負
担
検
討
の
余
地
は
な
い
か
。

B
　
現
在
、
派
遣
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
額
市
負
担
と
し
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
か
ら
発
生

す
る
交
通
費
、
入
場
料
等
の
経
費
に
つ
い
て
は
申
込
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

評価

事
業
の
実
施
に
対
す
る
事
業
展
開
の
評
価
・
課
題

評
価
視
点

評
価

理
由
・
コ
メ
ン
ト

（
必
要
性
）

市
民
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
か
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平
成

～
平
成

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

成果指
標
の
推
移
等
の
背
景
・
分
析

　
受
講
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
宍
粟
市
意
思
疎
通
支
援
事
業
登
録
者
及
び
市
内
手
話
サ
ー
ク
ル

等
に
受
講
案
内
を
送
付
し
募
集
を
行
っ
た
。

　
平
成
2
8
年
度
よ
り
、
受
講
者
要
件
を
事
業
目
的
、
受
益
者
負
担
な
ど
を
考
慮
し
、
手
話
通
訳
者
全

国
統
一
試
験
を
受
験
を
必
須
要
件
と
す
る
方
法
に
変
更
し
た
結
果
、
受
講
者
数
は
半
減
し
た
。

　
講
座
回
数
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
講
師
と
調
整
の
う
え
決
定
し
て
い
る
。

　
平
成
2
8
年
よ
り
兵
庫
県
聴
覚
障
害
者
協
会
に
講
師
を
依
頼
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
調
整
を
行
っ

て
い
る
。

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の

影
響

　
宍
粟
市
手
話
施
策
推
進
方
針
に
お
い
て
、
手
話
通
訳
者
等
の
養
成
に
関
す
る
施
策
を
明
記

　
平
成
2
8
年
度
よ
り
宍
粟
市
意
思
疎
通
支
援
事
業
の
登
録
者
要
件
を
見
直
し
た
こ
と
に
伴
い
、
原
則

手
話
通
訳
士
及
び
手
話
通
訳
者
の
資
格
を
有
す
る
者
を
登
録
の
条
件
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て
手
話

通
訳
者
全
国
統
一
試
験
の
受
験
、
合
格
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

-
-

-
-

-
-

-
-

-

成果

-
-

計
画
等
設
定
無
し

1
1

0
-

-
-

H
2
6
　
未
受
講
者

-
-

-
計
画
等
設
定
無
し

-
-

-

成果
受
験
者
数

人

成果
実
施
回
数

回
-

-
-

4
6

3

成果
合
格
者
数

人
-

-
-

-
-

-
計
画
等
設
定
無
し

［
2
］

［
3
］

6
-

-
-

-
-

-

人
-

-
-

-
-

-
計
画
等
設
定
無
し

1
1

1
2

6
-

-
-

概
要

（
具
体
的
手
段
・
全
体
計
画
）

・
試
験
（
1
2
月
第
1
土
曜
日
）
前
の
期
間
に
実
施

・
講
師
は
、
（
公
）
兵
庫
県
聴
覚
障
害
者
協
会
（
以
下
、
「
兵
聴
協
」
）
へ
依
頼
（
H
2
8
～
）

・
H
2
8
年
度
よ
り
対
象
者
要
件
を
本
講
座
実
施
年
度
に
手
話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験
を
受
験

者
（
受
験
申
込
者
）
に
見
直
し

実施

指
標

単位
平
成
2
6
年
度
平
成
2
7
年
度
平
成
2
8
年
度
平
成
2
9
年
度

計画

手
話
施
策
推
進
方
針
の
位
置
づ
け

施
策

手
話
通
訳
者
の
配
置
の
拡
充
及
び
待
遇
改
善
な
ど
、
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通

支
援
者
の
た
め
の
事
項

方
針

ろ
う
者
が
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面
で
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通
を
行
い
、
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
設
置
通
訳
者
及
び
手
話
通
訳
者
の
確
保
及
び
養
成

を
実
施

事業

対
象

手
話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験
受
験
者

目
的

（
期
待
さ
れ
る
効
果
）

平
成
3
0
年
度
平
成
3
1
年
度

備
考

成果
受
講
者
数

平
成

2
8
年
度
　
宍
粟
市
手
話
施
策
方
針
　
事
業
評
価
シ
ー
ト

事
業
名

手
話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験
対
策
講
座

事
業
期
間

2
6

無
期

手
話
通
訳
者
の
資
格
取
得
の
た
め
、
手
話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験
を
受
験
す
る
者
に
対
し

て
、
試
験
対
策
に
特
化
し
た
講
座
を
実
施
し
、
手
話
通
訳
者
の
資
格
取
得
を
推
進
す
る
。

4



（
公
平
性
・
受
益
者
負
担
）

公
平
性
に
問
題
は
な
い
か
。
受
益

者
負
担
検
討
の
余
地
は
な
い
か
。

A
参
加
費
：
無
料

　
手
話
通
訳
者
の
早
急
な
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
受
益
者
負
担
を
無
料
と

す
る
こ
と
で
、
積
極
的
な
受
講
及
び
受
験
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

改善

総
合
的
な
評
価
と
課
題

　
昨
年
度
か
ら
兵
聴
協
に
講
師
を
派
遣
し
、
よ
り
試
験
に
近
い
内
容
で
実
施
し
て
い
る
が
、
上
記
合
格
率
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
難
易

度
の
高
い
試
験
で
あ
る
た
め
、
短
期
間
で
結
果
を
出
す
こ
と
は
難
し
く
、
継
続
し
た
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
受
講
要
件
を
試
験
受
験
者
の
み
を
対
象
と
し
た
こ
と
で
、
受
講
者
の
目
的
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

　
試
験
対
策
講
座
は
試
験
直
前
に
実
施
さ
れ
る
が
、
資
格
取
得
に
は
継
続
し
た
学
習
、
研
鑽
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
受
講
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、
事
業
に
対
し
て
相
対
的
な
評
価
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

改
善
の
基
本
方
向

　
現
状
の
事
業
内
容
を
維
持
す
る
。
講
座
内
容
に
つ
い
て
は
、
兵
聴
協
と
十
分
調
整
の
う
え
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
を
行
う
。

　
意
思
疎
通
支
援
事
業
に
登
録
し
て
い
る
支
援
者
（
未
資
格
者
）
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
受
講
・
受
験
勧
奨
を
促
す
。

（
必
要
性
）

市
民
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
か

A

　
ろ
う
者
と
聞
こ
え
る
人
が
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に
は
、
手
話
通
訳
が
必
要

と
な
る
が
、
手
話
通
訳
者
の
養
成
（
資
格
取
得
）
は
容
易
で
は
な
く
、
時
間
（
年
単
位
）
を

必
要
と
す
る
た
め
、
市
が
資
格
取
得
に
必
要
な
施
策
を
実
施
、
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

（
効
果
性
）

成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。
進
捗

は
予
定
通
り
か
。

B

　
手
話
通
訳
者
の
資
格
取
得
が
容
易
で
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
的
に
実
施
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
講
師
（
兵
聴
協
）
と
調
整
の
う
え
、
目
的
に
即
し
た
内
容

で
実
施
し
た
。

【
参
考
】

H
2
8
合
格
率
　
県
平
均
9
.9
%
、
全
国
平
均
1
4
.4
％
、
姫
路
市
8
.3
％

西
播
磨
地
区
の
合
格
者
は
な
し

評価

事
業
の
実
施
に
対
す
る
事
業
展
開
の
評
価
・
課
題

評
価
視
点

評
価

理
由
・
コ
メ
ン
ト
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平
成

～
平
成

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

見
込

目
標

実
績

平
成

2
8
年
度
　
宍
粟
市
手
話
施
策
方
針
　
事
業
評
価
シ
ー
ト

事
業
名

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

事
業
期
間

2
6

無
期

聴
覚
障
害
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
及
び
関
連
す
る
福
祉
制
度
等
に
つ
い
て
の

理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
手
話
で
日
常
生
活
を
行
う
に
必
要
な
手
話
語
彙
及
び
手

話
表
現
技
術
を
習
得
す
る
。

概
要

（
具
体
的
手
段
・
全
体
計
画
）

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
厚
生
労
働
省
が
定
め
た
「
手
話
奉
仕
員
及
び
手
話
通
訳
者
の
養
成
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
（
平
成
1
0
年
7
月
2
4
日
　
障
企
第
6
3
号
）
」
に
対
応
し
た
テ
キ
ス
ト
「
手
話

を
学
ぼ
う
　
手
話
で
話
そ
う
」
を
使
用

・
講
師
は
、
ろ
う
者
の
講
師
、
聞
こ
え
る
講
師
の
2
名
体
制
で
実
施

・
講
師
は
、
と
も
に
手
話
奉
仕
員
養
成
担
当
講
師
に
依
頼

実施

指
標

単位
平
成
2
6
年
度

入
門
編

平
成
2
7
年
度

基
礎
編

平
成
2
8
年
度

入
門
編

平
成
2
9
年
度

基
礎
編

計画

手
話
施
策
推
進
方
針
の
位
置
づ
け

施
策

手
話
通
訳
者
の
配
置
の
拡
充
及
び
待
遇
改
善
な
ど
、
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通

支
援
者
の
た
め
の
事
項

方
針

ろ
う
者
が
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面
で
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通
を
行
い
、
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
設
置
通
訳
者
及
び
手
話
通
訳
者
の
確
保
及
び
養
成

を
実
施

事業

対
象

聴
覚
障
害
者
の
自
立
、
社
会
参
加
に
理
解
を
有
す
る
者
、
講
座
修
了
後
に
手
話
活
動
を
行
う

意
思
の
あ
る
者

目
的

（
期
待
さ
れ
る
効
果
）

平
成
3
0
年
度
平
成
3
1
年
度

備
考

成果
受
講
者
数

人
1
8

2
0

2
5

3
0

-
-

第
4
期
障
害
福
祉
計
画

1
6

2
1

1
6

-
-

-

-
-

-
計
画
等
設
定
無
し

1
6

1
7

1
2

-
-

-

-
-

-
成果

修
了
者
数

人

成果
実
施
回
数

回
-

-
-

2
0

2
0

2
0

成果
意
思
疎
通
支
援

事
業
登
録
者
数

人
-

-
-

計
画
等
設
定
無
し

1
8

1
8

1
8

-
-

-

-
-

-
計
画
等
設
定
無
し

-
-

-

成果

-
-

-
-

-
-

-

-
-

-
-

成果指
標
の
推
移
等
の
背
景
・
分
析

　
現
在
、
奉
仕
員
養
成
講
座
を
２
か
年
（
入
門
編
・
基
礎
編
）
に
分
け
て
実
施
し
て
お
り
、
基
礎
編
に

つ
い
て
は
、
原
則
、
入
門
編
の
受
講
修
了
者
に
対
し
て
案
内
し
て
い
る
た
め
、
障
害
福
祉
計
画
に
位

置
づ
け
た
目
標
値
の
よ
う
に
年
々
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
H
2
6
以
降
、
受
講
者
の
約
7
割
以
上
が
修
了
し
て
お
り
、
修
了
率
は
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

事
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の

影
響

　
本
事
業
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
第
7
7
条
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
実
施
要
綱
　
障
発
第

0
8
0
1
0
0
2
号
・
平
成
1
8
年
8
月
1
日
）
に
お
い
て
市
町
村
必
須
事
業
と
し
て
規
定

　
第
4
期
宍
粟
市
障
害
福
祉
計
画
：
平
成
2
7
年
度
～
平
成
2
9
年
度

　
宍
粟
市
手
話
施
策
推
進
方
針
に
お
い
て
、
手
話
通
訳
者
等
の
養
成
に
関
す
る
施
策
を
明
記

6



評
価

理
由
・
コ
メ
ン
ト

（
公
平
性
・
受
益
者
負
担
）

公
平
性
に
問
題
は
な
い
か

受
益
者
負
担
検
討
の
余
地
は
な
い

か

A
宍
粟
市
：
参
加
費
1
,0
0
0
円
、
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

県
内
の
利
用
者
負
担
を
見
る
と
、
無
料
か
ら
2
,0
0
0
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）
と
な
っ
て

お
り
、
負
担
額
に
つ
い
て
は
標
準
的
と
い
え
る
。

改善

総
合
的
な
評
価
と
課
題

　
地
域
生
活
支
援
事
業
の
必
須
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
講
座
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
2
か
年
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
講

者
の
継
続
や
獲
得
し
た
手
話
を
忘
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
実
施
期
間
に
つ
い
て
も
冬
季
の
積
雪
の
影
響
か
ら
1
0

月
頃
の
終
了
を
目
処
と
し
て
い
る
た
め
、
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
保
に
つ
い
て
も
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
受
講
者
に
は
講
座
終
了
後
に
市
内
手
話
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
な
ど
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
終
了
後
も
手
話
を
続
け
て
も
ら
え

る
よ
う
案
内
し
て
い
る
が
、
全
て
の
受
講
者
が
サ
ー
ク
ル
会
員
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

改
善
の
基
本
方
向

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
1
か
年
で
の
実
施
に
つ
い
て
講
師
等
と
の
調
整
を
行
う
。

　
受
講
生
の
目
標
設
定
と
し
て
、
講
座
終
了
後
に
習
得
し
た
手
話
を
使
っ
て
表
現
す
る
催
し
等
の
企
画
が
実
施
で
き
な
い
か
、
近
隣
市

町
の
状
況
を
調
査
し
検
討
を
行
う
。

（
必
要
性
）

市
民
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
か

A

　
宍
粟
市
み
ん
な
の
心
つ
な
ぐ
手
話
言
語
条
例
に
お
い
て
、
言
語
と
し
て
手
話
を
認
識

し
、
手
話
を
理
解
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
1
人
1
人
が
お
互
い
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
地
域
で
支
え
合
い
、
手
話
を
使
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
宍
粟
市
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
市
が
市
民
に
対
し
て
手
話
を
学
ぶ
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
本
事
業
は
日
常
生
活
で
使
用
す
る
手
話
語
彙
及
び
手
話
表
現
技
術
の
習
得

を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
手
話
言
語
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
民
を
1
人
で
も
多

く
養
成
す
る
こ
と
で
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
心
し
て
地
域

で
生
活
す
る
こ
と
へ
の
推
進
に
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

（
効
果
性
）

成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か

進
捗
は
予
定
通
り
か

C

　
本
講
座
で
は
、
講
義
終
了
後
に
引
き
続
き
手
話
を
学
ぶ
た
め
の
情
報
提
供
と
し
て
、

手
話
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
入
会
を
勧
め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
受
講
者
が
サ
ー
ク
ル
等
に
加
入
し
た
人
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

お
ら
ず
、
成
果
を
確
認
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
講
座
自
体
を
2
か
年
に
分
け
て
実
施
し
て
い
る
た
め
、
次
回
講
座
ま
で
に
4
,5

か
月
の
期
間
が
経
過
し
て
し
ま
う
た
め
、
手
話
を
使
う
機
会
の
減
少
、
延
い
て
は
次
回

講
座
の
参
加
を
辞
退
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い
る
。

評価

事
業
の
実
施
に
対
す
る
事
業
展
開
の
評
価
・
課
題

評
価
視
点
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